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第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
四
第
一
号
中
「
職
員
（
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
七
第
一
項
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定
員

を
含
む
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
「
前
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
職
員
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と

し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
九
第
一
項
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定
員
（
職
員
で
あ
る
者
に
限
る
。）の
数
が
、
構
造

計
算
適
合
性
判
定
を
行
お
う
と
す
る
建
築
物
の
規
模
及
び
数
に
応
じ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
数
以
上
で
あ
る

こ
と
。

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
五
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
に
、「
、
構

造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
の
開
始
の
日
」
を
「
並

び
に
業
務
区
域
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
若
し
く
は
住
所
又
は
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の

所
在
地
」
を
「
又
は
住
所
」
に
、「
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
」
を
「
そ
の
指
定
を
し
た
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府

県
知
事
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
国
土
交
通
大
臣
等
」
と
い
う
。）に
そ
の
旨
を
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
都
道

府
県
知
事
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
等
」
に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
五
の
見
出
し
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
委
任
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
一

項
中
「
都
道
府
県
知
事
は
」
を
「
委
任
都
道
府
県
知
事
は
」
に
、「
第
十
八
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
第
三

項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
三
第
一
項
」
を
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
八
第
一

項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
前
条
第
二
項
」
を
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
九
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三

号
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
委
任
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
委
任
都
道

府
県
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
都
道
府
県
知
事
が
、」を
「
委
任
都
道
府
県
知
事
が
」
に
、「
第
七
十
七
条
の
三

十
五
の
十
三
第
一
項
」
を
「
又
は
国
土
交
通
大
臣
等
が
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
業
務
区
域

の
減
少
を
認
可
し
、
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
八
第
一
項
」
に
、「
又
は
前
条
第
一
項
」
を
「
若
し
く
は
第
七
十
七
条

の
三
十
五
の
十
九
第
一
項
」
に
改
め
、
第
四
章
の
二
第
三
節
中
同
条
を
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
二
十
一
と
す
る
。

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
四
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
は
、」を
「
国
土
交
通
大
臣
等
は
、
そ
の
指
定
に
係
る
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
は
、」を
「
国
土
交
通
大
臣
等
は
、
そ
の
指
定
に
係
る
」
に
改
め
、
同
項
第

一
号
中
「
第
十
八
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
第
四
項
」
に
、「
第
六
条
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
、
第
六
条

の
二
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
」
を
「
第
六
条
の
三
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
、「
第
十
八
条
第
七
項
若
し
く
は
第

八
項
」
を
「
第
十
八
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
、「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
七
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第

七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
」
を
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
六
第
一
項
、
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
二
項
若
し
く

は
第
三
項
、
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
九
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
一
、
第
七
十
七
条

の
三
十
五
の
十
三
か
ら
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
五
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の

九
第
一
項
」
を
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
七

第
四
項
、
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
九
第
三
項
又
は
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
一
」
を
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の

九
第
四
項
、
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
二
第
三
項
又
は
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
等
」
に
、「
公
示
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
示
す
る
と
と
も
に
、
国
土
交

通
大
臣
に
あ
つ
て
は
関
係
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
九
と

し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
委
任
の
解
除
）

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
二
十

委
任
都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
に
構
造
計
算
適
合
性
判

定
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
せ
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
六
月
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
指
定
構
造
計
算
適
合

性
判
定
機
関
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

委
任
都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
に
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ

せ
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
三
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知

事
が
前
項
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
等
が
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二

項
を
加
え
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
休

止
又
は
廃
止
に
よ
り
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認

め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
前
項
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
許
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
委
任
都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
聴
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
三
を
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
八
と
す
る
。

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
九
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
等
」
に
改
め
、
同
条

を
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
二
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
業
務
区
域
等
の
掲
示
）

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
三

指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

業
務
区
域
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
、
そ
の
事
務
所
に
お
い
て
公
衆
に
見
や
す
い
よ
う
に
掲
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
二
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
等
又
は
委
任
都
道
府
県
知
事
」

に
、「
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
に
対
し
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
等
に
あ
つ
て
は
そ
の
指
定
に
係
る
指
定
構
造
計

算
適
合
性
判
定
機
関
に
対
し
、
委
任
都
道
府
県
知
事
に
あ
つ
て
は
そ
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し

た
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
に
対
し
、」に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
十
八
条
の
二
十
一
第
二
項
」
を
「
第

十
五
条
の
二
第
二
項
」
に
、「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の

二
項
を
加
え
る
。

２

委
任
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
結
果
、
当
該
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
（
国

土
交
通
大
臣
の
指
定
に
係
る
者
に
限
る
。）が
、
構
造
計
算
適
合
性
判
定
業
務
規
程
に
違
反
す
る
行
為
を
し
、
又
は
構

造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
に
関
し
著
し
く
不
適
当
な
行
為
を
し
た
事
実
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
必
要
に
応
じ
、
第
七
十
七
条
の
三
十

五
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
命
令
そ
の
他
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
二
を
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
七
と
す
る
。

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
一
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
等
」
に
改
め
、「
と
き
は
、」の
下
に
「
そ

の
指
定
に
係
る
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
一
を
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
六
と
し
、
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
を
第
七
十
七

条
の
三
十
五
の
十
四
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
書
類
の
閲
覧
）

第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
五

指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
備
え
置
き
、
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
求
め
に
応
じ
、
こ
れ
を
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
業
務
の
実
績
を
記
載
し
た
書
類

二

構
造
計
算
適
合
性
判
定
員
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
類

三

構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
に
関
し
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
た
め
に
必
要
な
金
額
を
担
保
す
る
た
め
の
保

険
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類

四

そ
の
他
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
業
務
及
び
財
務
に
関
す
る
書
類
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
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